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　 日本における最初の献体は,明 治2年 におこな
われた美幾 とい う女性が始めにな ります。戦後に
なると東京大学に献体 した献体者の遺族が中心と
なって篤志献体の組織である白菊会が設立 され,
その後全国に支部や独立 した機関が結成 され るよ
うになりました。また,献 体運動を推進するため
の全国機 関として,昭 和46年に 日本篤志献体協












　 さて解剖学実習は,昭 和24年に施行 され た死
体解剖保存法に基づいて行われています。第1条
に 「医学(歯 学を含む。以下同 じ。)の教育又は
研究に資す ることを目的とする。」 とあります。











　平成20年に 日本外科学会 を中心に研究班 が立
ち上が り,研究成果のまとめ,関 係諸機関や行政




の扱いは死体解剖保存法 に準 じてお り,献体の受
付,管 理は解剖学教室で行う事にな り,研修 に用
いる遺体は生前に書面で意思表示が行われている
こと,家族の同意があることを条件としています。
また,実 習場所は学内の専門施設で行 う事,学 内
の倫理審査 を受けて実施 し,実施後に報告 を行 う





保が必要になります。そ して,無 固定遺体 を扱 う
場合 には,従 来の施設,処 置 とは異なった管理が
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